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現在、2点相関関数や power spectruなどの解析により銀河の数密度分布に関するスケーリング性が示されて
いる。今回はの∼ 100Mpcのスケールにおけるスケーリング性を調べるため、Las Campanas Redshift Survey
(LCRS)の銀河データに対してマルチフラクタル解析を行った。luminosity biasのマルチフラクタル解析への影
響、以前の銀河分布の解析結果との比較、及び銀河の clustering modelに対する制限について報告する。


